
■活用状況（全体像）

■令和５年度　森林環境譲与税の活用状況

区分 事業区分
事業費(千円)

うち
森林環境譲与税

事業概要

災害に強い森づくり

森林境界明確化

21,241 18,314

6,291 6,291

道路等のライフライン沿いの予防的な危険木の除去、樹
種転換を１．２２ha実施した。

境界が不明確で整備が進まない森林において、境界の
明確化を６５．２３ha実施した。

高島市森林環境整備基金条例

合計 39,937 37,010

【予防的な伐採等を実施】
　予防的に危険木を除去し、樹種転
換などで災害に強い森を整備する。
　※整備後の同じ場所

区分
令和元年度～
令和４年度

令和５年度 計
令和５年度末
時点の活用率

譲与額（千円） 111,111 37,010 148,121

【防災機能が低下した森林】
　台風による倒木で道路、電線等のラ
イフラインが遮断された。

森林の防災機能を高め、地域住民の安心・安全な暮らしを守ります。

森林整備

基金積立 12,405 12,405

未執行額の活用方針

活用額（千円） 78,870 24,605 103,475
70％

人材育成の支援や市内公共建築物等へ
の木材利用ほか

災害に強い森林づくり事業

森林整備等


